
)において、良好な保存

状態を有する石造大基壇を発見した。 
 
   サン・アンドレス遺跡はマヤ文化圏と非マヤ文化圏の文化要素が交差する地点であった。 

 
   サン・アンドレス遺跡では、新大陸において完新世最大規模の巨大噴火であったイロパ

ンゴ火山の噴火で罹災後、短期間で再建した可能性がある。 
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